
庄
内
た
が
わ
農
協
（
海

藤
喜
久
男
組
合
長
）
の
第

回
通
常
総
代
会
が
６
月

31
日(

金)

、
い
ろ
り
火
の

19里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川

町
）
で
開
か
れ
ま
す
。

任
期
３
年
の
役
員
改
選

で
、
５
月

日
の
推
薦
会

18

議
で
推
薦
さ
れ
た
理
事
23

人
と
監
事
６
人
の
表
決
が

行
わ
れ
ま
す
。

平
成
６
年
産
米
に
続
き

７
年
産
米
の
価
格
高
騰
に

よ
り
、
米
穀
販
売
高
は
１

７
１
億
４
４
７
１
万
円
で

２
０
０
０
年
以
降
で
は
最

高
額
、
前
年
比
１
４
１
・

６
％
の
伸
び
で
す
。

本
支
所
施
設
の
再
編
で

は
、令

和
７
年
２
月
に
、
新

余
目
支
所
と
立
川
支
所
を

統
合
し
北
部
支
所
に
、

同
年
４
月
に
、
櫛
引
支

所
と
朝
日
支
所
を
機
能
再。

編
し
南
部
支
所
立
ち
上
げ

令
和
８
年
４
月
に
、
温

海
支
所
を
南
部
支
所
の
温
「

」

、

海
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し

「
営
農
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

南
部
支
所
（
旧
櫛
引
支

所
）
は
老
朽
化
に
伴
い
、。

移
転
の
計
画
を
進
め
ま
す

櫛
引
地
域
の
常
磐
木
字

関
口
の
中
古
建
物
及
び
土

地
の
固
定
資
産
取
得
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
す
。

土
地
は
２
０
１
３
３
・、

㎡
８
４
０
０
万
５
千
円

88建
物
４
棟
（
改
修
含
む
）

３
億
６
７
５
５
万
円
、
合

計
４
億
５
１
５
５
万
５
千

円
で
す
。

南
部
支
所
の
営
農
事
業

は
引
き
続
き
、
既
存
の
事

務
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

南
部
支
所
の
信
用
事
業

と
朝
日
出
張
所
は
、
新
事

務
所
統
合
の
計
画
で
す
。、

温
海
地
域
セ
ン
タ
ー
は

既
存
の
事
務
所
で
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

女
性
理
事
枠
に
青
木

麻
衣
さ
ん

役
員
の
選
任
で
は
、
２、

月

日
の
臨
時
総
代
会
で

17
理
事
の
定
数
を
３
人
減
と

し
、
学
識
経
験
理
事
を
１

人
か
ら
２
人
に
１
人
増
や

し
、
女
性
理
事
の
枠
を
設

け
ま
し
た
。

、

学
識
経
験
女
性
理
事
に

鶴
岡
市
農
業
経
営
者
育
成

学
校
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
２
期
生写

卒
業
の
青
木
麻
衣
さ
ん（

・
幕
野
内
・
農
事
組

真
42

）

合
法
人
三
和
あ
ぐ
り
就
職

が
推
薦
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
総
代
会
資
料
か
ら
）
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（月２００円程度）
6月 31人 18,320円
5月 32人 21,630円

庄内たがわ農協　　合併前との比較（単位：千円）
基準年1993年 2023年度 2024年度 2025年度 前年度と基準年と
平成５年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 の対比 の対比

正組合員数（人） 16,876 10,665 10,338 10,075 97.5% 59.7%正組合員数（人）
職員数（人） 職員数（人）1,123 359 352 339 96.3% 30.2%
資産 資産117,589,340 130,520,330 133,217,232 141,849,799 106.5% 120.6%
負債 負債111,618,080 121,368,123 124,485,411 133,200,745 107.0% 119.3%
資本（純資産） 5,971,260 9,152,207 8,731,820 8,649,054 99.1% 144.8%資本（純資産）
当期剰余金 当期剰余金93,323 197,896 225,510 472,840 209.7% 506.7%
貯金 貯金96,633,096 115,317,411 117,482,647 125,465,826 106.8% 129.8%
貸出金 貸出金36,394,244 32,957,356 34,632,172 36,006,200 104.0% 98.9%
長期共済保有高 長期共済保有高665,528,140 398,848,684 386,155,032 374,272,408 96.9% 56.2%
購買 購買19,815,583 3,530,498 3,422,070 3,607,814 105.4% 18.2%
販売 販売30,276,797 12,784,904 14,505,611 19,153,001 132.0% 63.3%

(米穀) 24,149,280 10,513,397 12,109,236 17,144,717 141.6% 71.0%(米穀)
（園特） 3,263,811 1,479,279 1,699,390 1,372,591 80.8% 42.1%（園特）
（畜産） 2,863,706 734,988 631,068 567,712 90.0% 19.8%（畜産）

（産直店舗） 57,238 65,916 67,980 103.1% - （産直店舗）
自己資本比率 13.88% 13.63% 13.80% 自己資本比率

合併は1995年（平７）。職員数は合併直前との比較。臨時職員含む。
(株)あいとサービス2014年８月１日設立。燃料・葬祭が10月１日から、農機・車両が１月１日から事業開始

各農協の出資金等の比較
JA庄内たがわ JA鶴岡 JAあまるめ

正１人当出資金 350,429円 292,712円 815,531円

正１戸当出資金 453,802円 440,850円 992,486円

正１戸当販売額 2,461,825円 3,531,668円 2,996,664円

正１戸当購買額 463,729円 1,858,030円 1,433,180円

自己資本比率 13.80% 13.76% 16.59%

出資配当 - - 2.0％

特別配当 - - 米１俵 200円 

畜産販売高 1.0% 
産直出荷物 4.0% 

肥料農薬 1.0%
※JA庄内たがわの購買額は(株)あいとサービス除く

※JAあまるめの購買額はコープ除く。農機含む

（2026年度総代会・総会資料より）

●ＪＡ庄内たがわ役員候

補者推薦区域定数

区域 理事 監事

温海 2
1

朝日 2

新余目 3
1

立川 2

三川 3
1

藤島 5→4

櫛引 3→2
1

羽黒 4→3

合計 424→21

●理事会推薦役員候補者

定数
理事会選出役員

学経理事 1→2

学経監事 1

員外監事 1



「
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の

跡
」
と
「
閑
さ
や
岩
に
し

み
入
る
蝉
の
声
」
は
、
松

尾
芭
蕉
が
距
離
に
し
て
６

百
里
、
お
よ
そ
１
５
０
日

に
及
ん
だ
奥
の
細
道
で
詠

ま
れ
た
代
表
的
な
夏
の
俳

句
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、

「
蚤
虱
馬
の
尿
す
る
枕
も

の
み
し
ら
み

ば
り

と
」
と
尿
前
の
関
で
詠
ん

し
と
ま
え

だ
句
が
あ
る
。

先
日
、
親
族
が
集
ま
り

年
以
上
も
前
の
昔
話
で

60盛
り
上
が
っ
た
。

年
端
も
い
か
ぬ
小
学
生

前
の
筆
者
が
、
ロ
フ
ト
と

言
え
ば
格
好
良
い
が
、
納

屋
倉
の
屋
根
裏
部
屋
で
、。

毎
晩
祖
父
母
と
寝
て
い
た

晩
飯
を
終
え
れ
ば
外
靴

を
履
き
、
は
し
ご
で
上
が

っ
た
先
は
、
夏
は
夜
に
な

っ
て
も
冷
め
な
い
屋
根
瓦

の
熱
気
が
野
地
板
の
隙
間

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

足
元
で
は
む
き
出
し
の

垂
木
や
母
屋
の
柱
材
に
何

た
る
き

度
も
お
で
こ
を
当
て
た
も

の
で
あ
る
。

奥
に
は
、
灰
（
あ
く
）

の
入
っ
た
「
お
ま
る
」(

語

源
の
由
来
辞
典
で
は
形
状

が
、
虎
の
子
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
御
虎
子
の
字
が

当
て
ら
れ
る)

が
セ
ッ
ト
さ

れ
て
お
り
、
虱
の
記
憶
は

な
い
が
ゴ
マ
粒
の
よ
う
な

蚤
に
は
悩
ま
さ
れ
た
。

痒
さ
に
耐
え
き
れ
ず
起

き
て
は
そ
の
飛
び
跳
ね
る

主
を
探
し
た
。

敵
は
も
う
一
つ
。
中
味

が
綿
で
な
い
布
団
に
あ
っ

た
「
子
も
ぢ
布
団
」
と
言

。
わ
れ
て
い
た
か
。
裁
断
機

の
で
か
い
物
で
カ
ッ
ト
し

た
藁
な
ら
ま
し
な

方
で
、
穂
先
の
チ

ク
チ
ク
す
る
も
の

が
大
量
に
入
っ
て

い
た
か
ら
だ
。

あ
る
日
は
、
祖

父
の
深
酒
後
の
寝

た
ば
こ
が
原
因

で
、
い
わ
ゆ
る
ロ

フ
ト
内
は
煙
で
充

満
し
、
布
団
の
一

部
が
赤
く
染
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
、

脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。

小
野
寺
勇
治
氏
の
授
業

、

、

で
児
童
成
沢
和
昭
君
は

「
藁
が
温
か
く
、
柔
ら
か

く
、
空
気
が
通
り
、
丈
夫

で
あ
る
こ
と
」
を
学
ん
で

く
れ
た
が
、
脳
の
引
き
出

し
か
ら
い
ま
だ
消
え
ぬ
苦

い
幼
少
の
時
代
を
経
験
し

た
筆
者
は
、
藁
の
効
能
は

す
ぐ
に
は
浮
か
ば
ず
、
芭

蕉
に
す
ま
な
い
が
、
夏
に

な
る
と
涼
し
げ
な
俳
句
よ

り
も
、
馬
の
登
場
す
る
句

を
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ

。
（

）

て
し
ま
う･･･

つ
づ
く

怪
し
い
法
律

い
つ
か
も
書
い
た
が
法

律
は
、
出
来
て
し
ま
え
ば

改
正
・
改
正
を
重
ね
て
い

き
、
別
の
モ
ノ
に
な
る
危

険
性
が
あ
る
ん
だ
。
顕
著

な
例
と
し
て
挙
げ
た
い
の

が
、
警
察
予
備
隊
だ
。
目

的
は
、
米
国
の
要
求
に
よ

る
再
軍
備
の
た
め
の
モ
ノ

だ
っ
た
が
、
時
の
首
相
吉

田
茂
は
、
警
察
に
毛
の
生

え
た
よ
う
な
も
の
だ
よ
・

、

。

と
答
弁
し
て
い
た
も
の

そ
れ
が
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。
敵
の
攻
撃
が
な
く

と
も
先
制
攻
撃
が
で
き
る

と
言
い
出
し
、
防
衛
費
と

称
し
て
は
巨
額
を
つ
ぎ
込

ん
で
、
立
派
な
軍
隊
に
成

長
し
て
い
る
で
し
ょ
。

▲
中
曾
根
さ
ん
は
今
の
消

費
税
を
売
上
税
と
言
っ
て

い
た
と
思
う
が
、
羊
が
毛

を
抜
か
れ
た
こ
と
に
気
が

付
か
な
い
よ
う
な
と
言
っ

た
税
率
。
竹
下
さ
ん
に
３

％
で
始
め
ら
れ
、
安
倍
さ

ん
か
ら
今
で
は
痛
い
イ
タ

イ

％
で
し
ょ
。
財
界
の

10

要
求
は
も
っ
と
上
な
ん
だ

と
い
う
。
消
費
税
率
が
上

が
る
た
び
に
法
人
税
は
下

が
っ
て
き
た
か
ら
ネ
～
。

▲
近
頃
怪
し
い
法
律
が
で

き
た
。
国
家
情
報
会
議
を

作
る
ん
だ
と
い
う
。
秘
密

保
護
法
が
、
何
が
秘
密
か

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
何

が
国
家
情
報
か
分
か
ら
な

い
ん
だ
。
首
相
は
、
時
の

政
権
に
批
判
的
な
行
動
を

す
る
団
体
や
抗
議
デ
モ
に

参
加
す
る
国
民
へ
の
監
視

に
つ
い
て
の
質
問
に
、
普

通
の
市
民
が
監
視
の
対
象

に
な
る
こ
と
は
想
定
し
が

た
い
、
と
答
弁
し
て
い
る

が
、
普
通
の
市
民
っ
て
ど。

ん
な
人
？
定
義
は
怪
し
い

▲
戦
時
を
想
定
し
て
の
法

整
備
の
一
環
で
し
ょ
。
と

思
え
ば
、
先
の
戦
時
中
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
、
戦
争

反
対
を
言
っ
た
だ
け
で
シ

ョ
ッ
ピ
カ
レ
、
顔
が
無
く

な
る
ほ
ど
ぶ
ん
殴
ら
れ
た

。

、

ん
だ
ゾ
こ
の
人
は
ま
た

政
府
を
批
判
す
る
番
組
が

多
い
と
、
放
送
の
許
可
を

取
り
消
す
と
言
っ
た
人
だ

が
な
～
（
石
川
）

。

を

く

（

の

）

聞
蛙
声

蛙
声

聞

城
貞

藤

花

あ

せ

い

き

ぐ

野
田
沼
沢
噪
新
蛙

野
田

沼
沢

新
蛙

噪

や

で

ん

し
よ
う
た
く

し

ん

あ

さ
わ

ま
り

わ
る

蝌
蚪
水
温

溂
加

潑

蝌
蚪

水

温

溂

加

潑

か

と

み
ず

あ
た
た

は
つ
ら
つ

く
わ

ら
ず

古
往
今
来
姿
不
変

古
往

今
来

姿

変

こ

お

う

こ
ん
ら
い

す
が
た

か
わ

を

び
て

し

黒
雲
帯
雨
坐
魚
譁

黒
雲

雨

帯

坐
魚

譁

こ
く
う
ん

あ
め

お

ざ

ぎ

よ

か
ま
び
す

野

田

鳴

。

の

や
み
ず
た
ま
り
で

カ
エ
ル
が

き
だ
し
た

水

暖

元
気

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は

が

か
く
な
り

ま
す
ま
す

動

増

。

が
よ
く
な
り

き
を

し
て
き
た

昔

今

至

形

様
子

全

変
化

か
ら

に

る
ま
で

カ
エ
ル
の

・

は

く

。

し
て
い
な
い

、

。

雨
雲

出

喜

が

て
き
て
カ
エ
ル
は

び

さ
わ
が
し
く
な
っ
た

＝
蛙

鳴

声
。

＝

湿
地
帯
。

蛙
声

沼
沢

の

き

み
ず
た
ま
り
や

＝
今
年

蛙
。

＝

。

新
蛙

蝌
蚪

の

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

＝
生

生

元
気

。

潑
溂

き

き
と
し
て

の
よ
い
さ
ま

＝

。

＝
昔

今

至

。

加

古
往
今
来

さ
ら
に

か
ら

に

る
ま
で

＝
形

様
子
。

＝
雨
雲
。

＝
蛙
。

＝

。

姿

黒
雲

坐
魚

譁

や

さ
わ
が
し
い

渡
前
小
子
ど
も
獅
子
踊
り
今
昔
物
語

⑤

藁
（
わ
ら
）
文
化
の
里

渡
前
獅
子
踊
り
保
存
会

太
田
功


